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ごごみみ減減量量実実践践講講座座２２００１１００  
 

経済成長著しい中国では深刻な環境問題に直面しながら、着々とその対策が進められています。とくに、

2020 年に GDP 当たりの CO2 排出量を 2005 年比 40～45％削減という国内における拘束力のある数値目標を

COP15 で公示されて以来、現在の中国はまさに「低炭素ブーム」を迎えていると言っても過言ではありま

せん。     

   テーマ:｢中国の低炭素行動とエコビジネス」 
      

     
 

周 瑋生 氏 [立命館大学 政策科学部 教授]     
 

＜講師プロフィール＞専門分野はエネルギー・環境政策学。1982年浙江大学工学部熱物理工学科工学学士

を経て、1986年大連理工大学大学院動力工学科工学修士となる。1995 年には京都大学大学院物理工学科専

攻工学博士として学位を取得する。 
  

・ 1995年9月～1998年3月 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）産業技術研究員として（財）地球環境産

業技術研究機構（RITE）に勤務。1998年4月～1999年3月RITE地球環境システム研究室主任研究員を務め、1999
年4月から翌年3月まで立命館大学法学部助教授に着任。同年3月～2002年3月 立命館大学政策科学部助教授を務

め、同年4月～現在に至る。2003年4月～翌年3月RITE研究顧問を兼任する。 
 

平成２２年６月２２日(火)１３：３０  ～１６:００（受付は１３：００より） 

        京都商工会議所 ３階 第３会議室（地下鉄烏丸線 丸太町駅下車すぐ） 
※ 駐車場はありません。ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。 

 

 ３０名 ※お申し込み多数の場合は抽選となりますので，ご了承ください。 

参加の可否は，後日ＦＡＸにてお知らせ致します。 
 

 平成２２年６月１１日（金） 

 

参加費用：１，０００円（資料代含む）/お一人様 

※参加証は発行しません。当日，受付にて承ります。 

    

企画運営：京都市ごみ減量推進会議 普及啓発実行委員会・企業向け実践講座小委員会 

主催：京都市ごみ減量推進会議／京都商工会議所 

 

 

     

 

【お申込み・お問い合わせ】 

京都市ごみ減量推進会議 事務局 

〒612-0031 京都市伏見区深草池ノ内町 13 京エコロジーセンター活動支援室内 

日

場所 

第
1 

日  時  

場  所 

講  師  

回 中国の環境政策に精通し、中国と日本をつないできた周 瑋生

氏。低炭素中国の構築を目指し、中国版グリーンニューディ

ル政策、風力、太陽光などのエネルギー政策、低炭素モデル

事業、日中低炭素産業パーク構想などを推進する、中国の実

態やエコビジネス事業についてお話しいただきます。 

 

定  員  

裏面の FAX 送信用紙に必要事項をご記入の上，６４１－２９７１までご送信下さい。 

申込締切日 



【ごみ減量実践講座申込み用紙】 
FAX にて受け付けております 

075-641-2971 
第１回 「中国の気候対策と低炭素ビジネス」 
 

日時：６月２２日（火）１３：３０～１６：００ 

会場：京都商工会議所 第３会議室 

定員：３０名 ※お申し込み多数の場合は，抽選となりますので，ご了承ください。 

参加の可否は、後日ＦＡＸにてお知らせ致します。 
 

申込締切：６月１１日（金）  
 

 

団体又は会社名  

所属  

役職・氏名  

 

 

 

*複数でご参加の場合，全員のお名前のご記入をお願いします 

ご住所  

お電話番号  

ファックス番号  

 

 

お申し込み・お問合わせ 

京 都 市 ごみ減 量 推 進 会 議 事 務 局 

〒612-0031 京 都 市 伏 見 区 深 草 池 ノ内 町 13 京 エコロジーセンター活 動 支 援 室 内  

TEL/ 075-647-3444  FAX/075-641-2971 

必要事項をご記入の上，京都市ごみ減量推進会議までご送信下さい 


